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他科の先生に
知って欲しい 皮膚科編⑭

帯状疱疹の最新情報

 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科皮膚科学分野　山　﨑　　　修

１．診断に迅速キットが登場
　帯状疱疹の診断に迷うことはありませんか？　水疱はあるけれど数や分布
が変、かゆいとか痛いとかはっきりしないし・・。ご存知の通り、帯状疱疹
は水痘の再活性化で、片側の神経支配領域に一致して神経痛様の痛みが生じ、
その後、紅斑と小水疱が出現し、帯状に分布します。典型的には診断は容易
ですが、かぶれや虫刺されも鑑別を要します。2018年よりイムノクロマトグ
ラフィー法によるVZV抗原の迅速キットが使用可能です。水疱があれば、水

疱内容を拭うことにより検査でき、インフルエンザのキットと同じように結果が得られます。正
直、Tzanckテスト（細胞診）をする皮膚科医はあまり使いませんが、他科の先生方には有用と思
われます。

２．腎機能を気にしない内服薬が登場
　帯状疱疹の治療は抗ヘルペスウイルス薬で、内服薬では核酸アナログ製剤であるファムシクロ
ビルやバラシクロビルを用いていました。重大な副作用として、精神神経症状や急性腎障害があ
ります。腎排泄型の薬剤であり、腎障害患者や高齢者などは腎機能をチェックして用量調節する
必要があります。
　2017年９月にアメナビル（アメナリーフ®）が発売されています。ヘリカーゼ・プライマーゼ
阻害薬であり、より早い段階でウイルスDNAの複製を阻害します。薬物動態から１日１回投与で
十分な抗ウイルス作用を示し、主として胆汁から糞便に排泄されるため、用量調節が必要なく、
比較的安全に使用できます。
　もちろん前者の核酸アナログ製剤を使用する場合もあり、アメナビル中心に処方している若い
世代の医師には核酸アナログ製剤の副作用を教育する必要もありますね。

３．ワクチン事情
　患者さんから帯状疱疹のワクチンの質問を受けることはありませんか？　2016年３月より水痘
の生ワクチンが、50歳以上に対する帯状疱疹の予防について追加承認されています。プラセボ群
と比較し、ワクチン群は帯状疱疹の発症が50%程度、疱疹後神経痛が60%程度減少します。さら
に高い阻止率を示した新規サブユニットワクチン（シングリックス®）が本邦でも承認され、発
売予定です。生ワクチンではないので免疫抑制患者でも接触可能です。非常に関心の高いところ
で、今後の情報に注目です。
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会員の声 （郡市等医師会から）

赤磐・西大寺医師会女性医師懇談会
 赤磐医師会　越　宗　あさこ

　2016年から県医師会（赤磐支部）女医部会委員を務めさせていただいております。
　初出席の会合で、先輩委員として西大寺医師会の吉岡先生が出席しておられました。皆様も経
験がおありと存じますが、直線距離でわずか2.7kmしか離れていないところで互いに開業してお
りましても、ご挨拶する機会もないまま文通のように紹介状のやりとり、お薬手帳を介しての情
報交換に終始して長い年月を過ごしてまいりましたので、初対面というのにうちとけてお話がで
きました。その後も女医部会で何度かご一緒する機会があり、夫々の医師会をつなぐ合同部会が
持てるといいね、と話しておりましたところ、このたび事務局の皆様のご協力を得て、上記懇談
会を催すことができましたので、報告させていただきます。
　2019年６月13日に赤磐医師会会員室において、西大寺医師会女医部会の先生方をお迎えして、
赤磐医師会女医部会との懇談会を開催しました。はじめに赤磐医師会病院副院長の柚木直子先生
に｢地域中核病院における消化器専門女性医師の現状と将来展望について｣と題してご講演いただ
きました。子育て中には、フルタイムでの復帰が難しい女医さんを診療枠、検査枠をうめる形で
配置して、効率良く研修を積むことができるワーキングシェアのシステムを構築されており、キャ
リアを途切れさせることなく家庭と仕事が両立できる、それを支えてくれる同僚や上司がいると
いうのは大変心強い職場だと感心いたしました。今は、育児に積極的に参加されている男性も多
く、男女を問わず子育てを経験したからこそできる理解とサポートもあるでしょうから、すでに
子育てを終えた私たちにできることを模索していこうと考えながらお話をうかがいました。
　そのほかにも、先生のライフワークになっている嚥下食とチームでの啓蒙活動のお話を興味深
く拝聴しました。
　記念写真のあと軽食をいただきながらの座談会になり、お顔の見える距離での情報交換に花が
咲きました。参加者アンケートでも概ね好評で、他科の先生方との交流ができてよかった、相互
理解につながる、若い先生を支援するだけでなく受け入れる側の多彩な働き方を紹介してほしい、
個々に頑張って取り組まれていることへの共感や刺激などたくさんのご意見を頂戴しました。こ
の場をかりてご参加くださった先生方、ご尽力くださった方々に御礼申し上げます。一度だけで
終わらせず、継続することが大事だと思っております。次はお酒の入った会にでも、という楽し
いお声を聞くことができました。実りのある会になりますように。

前列中央が筆者


